
２ 学校経営グランドデザイン（学校経営の全体構想）                     

           Ⅲ‐２学校経営グランドデザイン 

日本国憲法  教育基本法 

学校教育法 

宮城県教育振興基本方針 

宮城県学校教育の方針 

北部管内生涯学習基本方針 

大崎市教育基本方針 

 教 育 方 針  保護者の願い 

日本国憲法，教育基本法並びに学校教育法を踏まえ，宮城県教育委員会及び大崎市教育委員会の基本方針・重点施策に則り，地域及び児童の実態を的確に把握し，豊かな知性と感性

を備え，心身共に健全で実践力のある児童の育成を目指す。 

〇思いやりがあり，友達と仲

良く生活できる子供になっ

てほしい。 

〇善悪の判断ができる子供に

なってほしい。 

学 校 教 育 目 標 

ふるさとを愛し 夢に向かって 共に たくましく生きぬく児童の育成  

目指す学校像具体の姿 目指す児童像と具体の姿 目指す教師像と具体の姿 

 

◇ 誇りに思える学校 

地域・保護者・児

童がつながり，一人一

人の絆があり，活気に

満ちた学校 
 

◇ 楽しい学校  

一人一人が輝く，

一人一人に活躍の場

がある，一人一人が分

かる・できる学校 
 

◇ 安全・安心な学校  

一人一人を大切に

する，一人一人の笑顔

があふれる，教育環境

が整った学校 

や さ し く （徳） 
思いやりの心を持ち，認め合い・支え合い，共

に伸びる子供 

か し こ く （知） 

よく見て，聴いて，考えて，進んで学ぶ子供 
 

た くまし く （体） 

健康で，根気強くあきらめない子供 
 

子供の姿で勝負する教師 
教育の成果は子供の具体の

姿に表れることを自覚し，児

童一人一人の具体の姿で勝負

する教師。 

【指導力のある教師】 

常に児童への愛情と教育へ

の情熱を持って，分かる授業

と寄り添う生徒指導に取り組

む教師 

 

【学び続ける教師】  

向上心を持ち続け，謙虚な

姿勢で研修に取り組み続ける

教師 

 

【信頼される教師】 

豊かな人間性や社会的感覚

を身に付け，常に謙虚に自らを

律しつつ，仕事に打ち込む教師 

低 〇 友達と仲良くする子供 〇 よく聴いてはっきり話す子供 〇 元気に遊び，あきらめない子供 

中 〇 友達の良いところを認め，協力する子供 〇 比べながら聴き，理由を付けて話す子供 〇 健康と安全に気を付け，めあてを持って取り組む子供 

高 〇 相手の気持ちを思いやり，進んでかかわる子供 〇 他の意見の良さを取り入れ，根拠を示して伝える子供 〇 健康と安全に気を付け，目標に向かってやり抜く子供 

 学 校 経 営 の 基 本 方 針 

〇 ふるさとへの誇りを持ち，自分の夢や目標に向かって，主体的に粘り強く取り組む児童の育成に努める。 

〇 児童一人一人の確かな学力の定着と居場所づくり・絆づくりに努め，笑顔あふれる，魅力ある学校づくりを推進する。 

〇 「職務に厳しく，研修は鋭く，職場を楽しく」を基本姿勢として，敬愛，協働，信頼に満ちた経営に努める。 

〇 保護者や地域住民等との連携・協働を充実させ，開かれた学校づくりを推進し，家庭や地域に信頼される学校づくりに努める。  

令和２年度の学校経営の重点目標 

１ 家庭や地域との連携を密にし，ふるさとを誇りに思う児童の育成に努める。また，古川北部地区小・中学校との交流・連携を推進し，閉校及び統合に 
係る児童の不安解消に努めると共に，統合校への期待を高める。【ふるさと教育】【家庭・地域連携／学校間連携】 

２ 児童一人一人に居場所と活躍の場をつくり，目標に向かって主体的に自分の役割を果たそうとする児童を育成する。【安心・安全】【志教育】 

３ 基礎・基本の定着に努めると共に一人一人の良さを引き出す指導法を工夫することによって確かな学力を身に付けさせる。【学力向上】  

４ 相互信頼と協働の中で，教職員一人一人の力が十分に発揮され，働く喜びを実感できる職場づくりに努める。【働き方改革】 

重点目標と具体の取組 

１ 家庭や地域との連携を密にし，ふるさとを誇りに思う児童の育成

に努める。また，近隣小・中学校との交流・連携を推進し，閉校及

び統合に係る児童の不安解消に努めると共に，統合校への期待を高

める。【ふるさと教育】【家庭・地域連携／学校間連携】 

２ 児童一人一人に居場所と活躍の場をつくり，目標に向かって

主体的に自分の役割を果たそうとする児童を育成する。 

【安心・安全】【志教育】 

３ 基礎・基本の定着に努めると共に一人一人の良さを引き出

す指導法を工夫することによって確かな学力を身に付けさせ

る。                                       【学力向上】 

４ 相互信頼と協働の中で，教職員一人一人

の力が十分に発揮され，働く喜びを実感で

きる職場づくりに努める。【働き方改革】 

(1)家庭と連携し，「早寝，早起き，朝ごはん」等の基本的生活習慣の

確立と家庭学習の習慣化を図る。【家庭との連携】 

(2)総合的な学習の時間等で，化女沼や宮沢地区の寺社など地域の資

源を活用した学習を組織する。【ふるさと学習】 

(3)地域の人々や施設等と連携し，地域資源を活用した体験活動を行

う。【地域連携・協働教育】 

(4)外部人材を加えた「宮沢っ子育成懇談会」を開催し，いじめ・不

登校等の未然防止対策等について協議する。【地域連携】 

(5)学校いじめ防止基本方針を児童及び保護者に示すとともに，学

力・学習状況調査の結果やいじめ認知件数等学校の状況を積極的に

保護者・地域に公開する。【アカウンタビリティー】 

(6)教育活動への理解を促し，学校だよりやホームページ等により学

校経営等の説明や日常の教育活動の公表に努めることで，保護者や

地域との協働体制を構築する。【アカウンタビリティー】 

(7)古川北中学校区の学校間連携を強化し，全学年で交流活動を行う

と共に，研修会等を通じて教職員の交流も積極的に行う。 

【学校間連携】 

(8)「宮沢小思い出週間」を開催する。【閉校対応／ふるさと教育】 

(1)道徳や学級活動を中心に「命を大切にする教育」に取り組む。 

(2)学校安全全体計画及び危機対応マニュアルについて点検と見直し

を行い，危機管理の実効性を高める。【安全・防災】 

(3)放送の聴き方訓練を含めた避難訓練等を年間１５回実施する。 

(4)「魅力ある学校づくり全体計画」に基づき，積極的な生徒指導に

全校で取り組む。【生徒指導】 

(5)全学年において，学校生活アンケートを毎月実施し，必要に応じ

て教育相談を行う。【教育相談】 

(6)Ｑ‐Ｕ検査を拡充すると共に指導に生かす実践的研修会を実施す

る。【教育相談／生徒指導】 

(7)各学級でいじめ防止のための話合いを行うと共に児童会が中心に

なっていじめ防止ＣＭを制作する。【いじめ未然防止】 

(8)全ての教育活動において，キャリアカウンセリングを活用し，児

童の主体性に働きかける指導を行う。【志教育】 

(9)主に高学年児童の主体的な活動を認め，励ますことによって，あ

こがれを志に高める教育活動を展開する。【志教育】 

(10)体力・運動能力テスト結果を活用し，学習カード等を工夫する。 

(11)縄跳びや持久走等に全校で取り組む。【体力向上】 

(1)「学力向上全体計画」に基づき，確かな学力の定着に向けて全

職員の共通理解を徹底し，共通の取組を行う。【学力向上】 

①「学力向上のための５つの提言」の徹底と児童が主体的に学

びを深めることができる学習活動の実践 

②学習目標の板書，適応問題の実施，授業と家庭学習の関連付

け 

③宮沢小スタンダードの実践（「共通授業モデル」の実践） 

④聴き方，話し方，話し合い方の定着を図る指導の徹底 

⑤活用力を重視した学力テストの実施と分析・考察 

⑥体験的な学習の重視 

⑦協同的・探究的な指導過程の工夫 

⑧「課題克服月」を設定した年間指導計画の作成 

⑨学力向上のためのＰＤＣＡサイクルの実践 

⑩学級担任中心（ＡＬＴ派遣型）の外国語授業の確立 

⑪プログラミング教育の実践 

(2)「協働的な授業づくり全体計画」に基づき，構想段階からの協

働による授業づくりを推進する。【校内研修】 

(3)学校課題の解決に向けたＯＪＴ校内研修を実施する。 

(1)「校内働き方改革推進計画」を作成し，

その徹底を図る。 

 ① 時間外勤務は原則２時間以内／1日 

 ② 勤務予定表の作成と勤務時間の自己

管理の徹底 

 ③ 業務の徹底した見直し 

  ・学年便り（連絡）の廃止  

・会議時間の短縮と会議資料の電子化 

  ・会議の精選 

  ・教材研究等の時間確保（放課後） 

  ・業間・業前の使い方 

  ・学級事務ソフトの導入 

  ・高学年担任の負担軽減措置 

(2)働き方改革の推進について，保護者に説

明する。 

(3)「校内働き方改革推進委員会」を設置し，

実施状況の評価や見直しの提案，啓発等

を行う。 

 


